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2009年「食の安全・安心」強化月間の取り組みについて

フード連合は、｢食の安全･安心｣への取り組み強化と運動の底上げを図るために、毎年6～7月を｢食の安全･安心 強化月間｣と位置付け、意識啓発や職場点検活動等に取り組んでいます。しかし、近年のその取り組みレビューによると、30％程度の加盟組織からしか活動報告が上がってきていません。
平成20年度の産地偽装などのＪＡＳ法に基づく品質表示基準違反は、118件発生しています(農林水産省公表)。さらに輸入食品の残留農薬やカビなども含めると、より多くの問題が発生していることになります。この様な状況が続いているため、消費者・社会からの食品に対する不信はずっと高まったままです。そして、表示偽装などの食品偽装を行った企業の多くは、結果として企業経営に深刻な影響を与え、場合によっては倒産に至るケースもあります。
私たちは、職場でいろいろな仕事を任されています。私たちが日々感じる「これで大丈夫だろうか？」「これっておかしくないか？」「社内ルール通りに行っている！」などのチェック機能がまさに企業の生命線であり、私たちの雇用や労働条件、生活の安定に繋がっていきます。

2009年「食の安全･安心」強化月間がフード連合としての統一行動であることを改めて確認し合い、全加盟組織で「食の安全･安心」の確保に向けて取り組んでいきましょう。組織の実情をできるだけ考慮し、以下の通り、ツールやセルフチェックから全従業員での対話まで、いくつかの活動指針を提示しました。各組織の実情に合わせたレベルで結構です。ぜひ積極的な参画をお願いします。

１．取り組み方針、目的

フード連合加盟全単組による食の安全確保に向けた点検・対話活動を通じて、安心して働き続けられる職場を維持、実現するとともに、消費者に安心して食べられる食品を届け、食品産業への信頼回復へ繋げていくこと。
２．取り組み手順

（1）会社案内文(雛型)＜注:１＞を用いて、会社側に強化月間活動の主旨・目的を伝え、協力のお願いを行う。

　（2）職場内の意識啓発に向けて、ポスター＜注:２＞を掲示する。

[image: image1.wmf]　（3）｢食の安全･安心｣について話し合う＜注:３＞。
　　　※以下のいずれかのレベルで必ず実施して下さい！

ａ．｢食の安全･安心｣に向けて、「Ｙｅｓ or Ｎｏ！ 職場
風土（企業風土） セルフチェック」に取り組む

ｂ．執行部で「食の安全･安心」について話し合う

ｃ．支部の役員や職場代表を巻き込んで「食の安全・
安心」について話し合う
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ｄ．全組合員/全従業員を巻き込んで「食の安全・安心」について話し合う
　（4）活動内容をフード連合へ報告＜注:４＞する
　　　

＜注:１＞ 別紙①参照

＜注:２＞ 全単組へ送付済み（5月中旬）

＜注:３＞ 別紙②､③参照

＜注:４＞ 別紙④参照

３．取り組み時期

2009年6月～7月（5月を取り組みに向けた準備期間とする）

　　※ただし、組織の都合で上記期間に取り組めない場合は、実施内容及び時期を明確に取り決め、期間をずらすことも可とする。

４．取り組みツール

（1）会社案内文(雛型)　≪別紙①≫
（2）ポスター

（3）「YES or NO！職場風土(企業風土)セルフチェック」シートと話し合いに向けた資料
≪別紙②､③≫
（4）クリアファイル

※｢食の安全･安心｣啓発クリアファイルを1枚30円で購入できます(無くなり次第終了)。積極的なご活用をお願いします。お申込みは、政策局 北田までご連絡下さい。

（5）2008年｢食の安全･安心｣強化月間活動事例集(HPに掲載)
◆取り組みツールはすべてHPに掲載しますので、適宜アクセスをお願い致します(5/25～)。
　※フード連合HP（http://www.jfu.or.jp/）トップページの右側に、｢食の安全･安心｣強化月間のバナーがありますので、そちらをクリックして下さい！
５．活動の報告

　　2009年8月31日までに、≪別紙④≫の報告書に記載の上、メールもしくはFAXでご報告ください。
　　必ず、フード連合加盟全単組からのご報告を、お願い致します！！！
＜連絡先＞　メールアドレス；seisaku02@jfu.or.jp

ＦＡＸ；03－3446－6779

以　上
（3）のイメージ図
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私達の職場を守るには？





食の安全を守るには？








